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キ
リ
ス
ト
教
は
、
約
２
０
０
０
年
前
に
ユ

ダ
ヤ
人
社
会
で
誕
生
し
ま
す
。
し
か
し
、
キ

リ
ス
ト
者
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
が
信
じ
て
い

た
よ
う
に
神
様
を
信
じ
て
い
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
使
徒
パ
ウ
ロ
は
﹁
神
は
ユ
ダ
ヤ
人

だ
け
の
神
で
し
ょ
う
か
。
異
邦
人
の
神
で
も

な
い
の
で
す
か
。﹂
と
ユ
ダ
ヤ
人
信
徒
た
ち

に
問
い
か
け
ま
す
。
私
は
、
同
じ
よ
う
に

﹁
神
は
キ
リ
ス
ト
者
だ
け
の
神
で
し
ょ
う
か
。

キ
リ
ス
ト
者
で
な
い
人
の
神
で
も
な
い
の
で

す
か
。﹂
と
問
い
か
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
て
い
ま
す
。
神
さ
ま
が
お
望
み
に

な
っ
て
い
る
と
聖
書
に
示
さ
れ
て
い
る
「
小

さ
い
者
が
一
人
も
滅
び
な
い
よ
う
に
」
と
い

う
理
念
を
共
有
し
て
く
れ
る
職
員
た
ち
、
ま

た
そ
れ
を
支
援
し
て
く
れ
る
地
域
の
人
た
ち

す
べ
て
が
小
羊
学
園
の
同
労
者
で
す
。

　

地
域
に
は
ま
だ
ま
だ
﹁
小
さ
く
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
人
﹂
た
ち
が
大
勢
お
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
ら
の
人
た
ち
を
見
つ
け
出
し
、
寄

り
添
い
、
共
に
歩
む
人
た
ち
の
輪
が
広
が
る

こ
と
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
も
小
羊
学
園
が
め
ざ

す
べ
き
目
標
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

稲
松
義
人

お招きレク　地域のボランティアさんとコラボ演奏
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資産・負債の内訳

Ⅰ 資産の部
1 流動資産                            

  現金預金                            792,732,141

　事業未収金                             370,534,093

　未収金 245,128

　未収補助金 673,920

　貯蔵品 2,091,037

　立替金 2,362,801

　前払金 2,774,502
流動資産合計 1,171,413,622
2 固定資産

(1)基本財産
土地 1,254,773,829
建物 2,205,441,183

基本財産合計 3,460,215,012
(2)その他の固定資産

土地 8,613,876
建物 30,823,414
構築物 67,324,878
機械及び装置 8,037,462
車両運搬具 18,902,702
器具及び備品 53,605,392
有形リース資産 7,604,496
ソフトウエア 7,006,951
無形リース資産 3,633,336
長期貸付金 1,560,881
退職給付引当資産 36,738,098
施設整備等積立資産 71,200,000
長期前払費用 67,730
敷金・保証金等預け金 1,580,000
その他無形固定資産 314,733

その他の固定資産合計 317,013,949

固定資産合計 3,777,228,961

資産合計 4,948,642,583

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

事業未払金 26,317,038
その他の未払金 23,733,630
１年以内返済予定設備資金借入金 81,933,342
１年以内返戻予定リース債務 2,949,696
１年以内長期未払金 0
未払い費用 0
預り金 1,617,908
職員預り金 26,127,726
前受金 1,044,880
賞与引当金 122,888,000

流動負債合計 291,427,742
2 固定負債

設備資金借入金 1,196,594,898
リース債務 8,288,136
退職給付引当金 35,017,690
長期未払金 5,500,656

固定負債合計 1,245,359,692

負債合計 1,536,787,434

差引純資産 3,503,234,024

（単位：円）

利用定員 利用者平均 延利用実績

児童部　　福祉型障害児入所 20 15.8 5767人

　　児童部　短期入所 10 4.3/日 1587人

　　児童部　日中一時支援 ― ― 　711時間

成人部　入所支援 30 29.2 10676人

成人部　生活介護 20 21.0 5628人

　　成人部　日中一時支援 ― ― 1937時間

入所支援 40 37.9 13848人

生活介護 40 44.6 12017人

　　わかぎ　短期入所 8 5.8/日 2103人

　　カトレア　短期入所 1 0.9 315人

　　日中一時支援 ― ― 7354時間

医療型児童入所・療養介護 63 62.4 22786人

　　短期入所   10 8.1 2984人

　　日中一時支援 ― 28人

20 18.2 4640人

小羊デイケアホーム　（生活介護） 20 22.9 5533人

マルカート　　　　　　　 （生活介護） 20 19.7 4708人

オリーブの樹　　　　 　（生活介護＋就労Ｂ） 40 38.2 9215人

風の丘　　　　　　　　　 （生活介護） 20 21.2 5688人

ドルチェ　　　　　（放課後デイ＋日中一時） 10 10.6 2833人

第２ドルチェ　　　（放課後デイ） 10 11.5 2988人

ぱるしあ　　　　　（放課後デイ） 10 9.4 2329人

わかな　　　　　　（放課後デイ＋日中一時） 10 16.1 3996人

ぱぴるす　　　　　　　　（児童発達支援） 20 16.1 3704人

ぱぴるす　　　（放課後デイ＋日中一時） 10 9.8 2448人

たんぽぽ　　　　　　　　（児童発達支援） 1.0 256人

たんぽぽ　　　　　　　　（放課後デイ） 2.7 666人

温心寮           （グループホーム） 6 6

ひだまり         （グループホーム） 6 6

あゆみホーム （グループホーム） 6 6

すずらん　　　　（グループホーム） 6 6

ひまわり         （グループホーム） 6 6

カトレア          （グループホーム） 7 7
4690人

浜
北

地
域
生
活
部
門

通
　
所
　
部
　
門

5

つ
ば
さ
静
岡

三
方
原

わたぐも                 　（生活介護）

事業所及び事業単位

三
方
原
ス
ク
エ
ア

わ
か
ぎ

入
　
所
　
部
　
門

8604人

　

２
０
１
８
年
度
も
多
く
の
皆
様
の
ご
支

援
・
ご
協
力
の
も
と
で
、
社
会
福
祉
法
人
小

羊
学
園
の
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
し
、
事
業
報
告
を
い

た
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
・
事
業
所
で
の
日
々
の

取
り
組
み
に
お
い
て
は
困
難
な
状
況
と
い
つ

も
向
き
合
っ
て
い
る
こ
と
を
思
わ
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
浜
松
市
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
開
設
並
び
に
地
域
生
活
支
援
拠
点
事

業
に
、
浜
松
市
内
の
５
法
人
で
受
託
し
そ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

２
０
１
８
年
度
の
成
果
と
し
て
報
告
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
２
０
１
８
年
度
事
業
計
画
に
挙

げ
た
３
つ
の
項
目
に
そ
っ
て
触
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
小
羊
学
園
と
し
て
最
大
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
、
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
浜
松
南
エ
リ
ア
の
事
業
に
つ
い
て
、
地
域
の

方
か
ら
の
協
力
の
申
し
出
を
受
け
、
具
体
的

な
移
転
候
補
地
が
定
ま
り
、
施
設
整
備
に
向

け
て
関
係
機
関
と
調
整
に
入
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
感
謝
な
こ
と
で
し
た
。
但
し
、
経
済
的
に

は
決
し
て
ゆ
と
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
日

常
の
事
業
運
営
に
あ
わ
せ
て
施
設
整
備
に
か
か

る
資
金
を
ど
の
よ
う
に
捻
出
し
て
い
く
か
、
具

体
的
な
課
題
が
明
確
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
と
し
て
、
職
員
募
集
は
、
社
会
全

体
の
傾
向
で
も
あ
り
相
変
わ
ら
ず
苦
戦
を
し

て
い
ま
す
が
、
事
業
存
続
に
か
か
わ
る
よ
う

な
不
足
に
な
ら
ず
に
新
た
な
ス
タ
ッ
フ
の
採
用

が
で
き
た
こ
と
も
感
謝
な
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
機
関
誌
つ
の
ぶ
え
の
第
三
種
郵
便
認
定

を
取
り
下
げ
、
紙
面
も
少
し
新
し
く
し
、
今

後
の
広
報
活
動
の
活
性
化
、
効
率
化
に
つ
な

げ
て
い
く
べ
く
取
り
組
み
始
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

最
後
に
理
念
に
基
づ
い
た
法
人
組
織
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
聖
隷
グ
ル
ー
プ
信
徒
交
流

会
の
幹
事
法
人
と
し
て
準
備
を
担
当
し
、
困

難
な
仕
事
に
も
喜
び
を
も
っ
て
働
く
こ
と
の
で

き
る
た
め
の
理
念
の
継
承
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
職
員
研
修
で
は
管
理
職

者
研
修
が
懸
案
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
課

題
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
会
計
監
査
人
の
選
任

は
、
秋
に
厚
労
省
か
ら
２
０
１
９
年
度
の
選

任
に
つ
い
て
任
意
を
す
る
旨
の
通
知
が
な
さ

れ
ま
し
た
が
、
当
初
の
予
定
ど
お
り
作
業
を

進
め
、
そ
の
た
め
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
も

認
可
さ
れ
、
２
０
１
９
年
６
月
開
催
の
定
時

評
議
員
会
で
正
式
に
承
認
を
受
け
、
会
計
監

査
人
の
業
務
請
負
契
約
を
締
結
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。
長
期
在
任
と
な
っ
て
い
る
理

事
長
の
交
替
も
含
め
た
、
今
後
の
理
事
会
、

執
行
役
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
課
題
提

起
を
し
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
対
応
に
つ
い

て
は
２
０
１
９
年
度
以
降
に
な
り
ま
す
。

　

以
下
、
２
０
１
８
年
度
決
算
の
概
要
、
各

地
区
・
エ
リ
ア
、
施
設
・
事
業
所
等
の
事
業

に
つ
い
て
ご
確
認
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

社
会
福
祉
法
人
小
羊
学
園

　

２
０
１
８
年
度　

事
業
報
告

１． 財　産　目　録 法人事業所等の2018年度　利用状況一覧



3

2019年 6月20日（隔月20日発行）

(単位：円）

当年度決算 前年度決算 増　減
児童福祉事業収益 90,058,040 104,764,848 -14,706,808
就労支援事業収益 2,773,087 2,048,141 724,946
障害福祉サービス等事業収益 1,683,436,337 1,660,444,511 22,991,826
医療事業収益 552,288,684 550,144,314 2,144,370
その他の事業収益 6,132,686 4,528,912 1,603,774
経常経費寄付金収益 18,680,440 17,404,536 1,275,904

　　サービス活動収益計(1) 2,353,369,274 2,339,335,262 14,034,012
人件費 1,738,875,973 1,676,542,521 62,333,452
事業費 309,430,920 305,905,938 3,524,982
事務費 175,390,810 176,162,987 -772,177
就労支援事業費用 2,407,940 1,861,391 546,549
減価償却費 188,804,815 180,485,339 8,319,476
国庫補助金等特別積立金取崩額 -94,015,315 -92,770,853 -1,244,462
徴収不能額 152,681 0 152,681
その他の費用 0 2,430,000 -2,430,000

サービス活動費用計（２） 2,321,047,824 2,250,617,323 70,430,501
サービス活動増減差額(3)=(1)-(2) 32,321,450 88,717,939 -56,396,489

借入金利息補助金収益 2,302,440 2,611,720 -309,280
受取利息配当金収益 12,148 9,019 3,129
その他のサービス活動外収益 26,239,328 27,803,818 -1,564,490

サービス活動外収益計(4) 28,553,916 30,424,557 -1,870,641
支払利息 6,221,991 6,789,886 -567,895
その他のサービス活動外費用 8,544,815 8,525,989 18,826

サービス活動外費用計(5) 14,766,806 15,315,875 -549,069
サービス活動外増減差額（6）＝（4）-（5） 13,787,110 15,108,682 -1,321,572

経常増減差額(7)=(3)+(6) 46,108,560 103,826,621 -57,718,061
施設整備等補助金収益 40,015,000 38,674,000 1,341,000
固定資産受贈額 0 2,052,000 -2,052,000
固定資産売却益 67,939 0 67,939
その他の特別収益 572,062 649,027 -76,965

特別収益計(8) 40,655,001 41,375,027 -720,026
固定資産売却損・処分損 141,761 6,966,627 -6,824,866
国庫補助金等特別積立金取崩額（除） 0 -421,733 421,733
国庫補助金等特別積立金積立額 40,015,000 38,674,000 1,341,000

特別費用計(9) 40,156,761 45,218,894 -5,062,133
特別増減差額(10)=(8)-(9) 498,240 -3,843,867 4,342,107

46,606,800 99,982,754 -53,375,954
1,975,027,096 1,899,044,342 75,982,754
2,021,633,896 1,999,027,096 22,606,800

0 0 0
0 0 0

11,000,000 24,000,000 -13,000,000
2,010,633,896 1,975,027,096 35,606,800

増
減
差
額
の
部

繰
越
活
動

　　　　当期活動増減差額(11)=(7)+(10)

収
益

費
用

その他の積立金取崩額(16)

収
益

費
用

その他の積立金取崩額(15)

費
用

次期繰越活動増減差額(18)=(13)+(14)-(15)+(16)-(17)

収
益特

別
増
減
の
部

前期繰越活動増減差額(12)
当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12)
基本金取崩額(14)

サ
ー

ビ
ス
活
動
外
収
支
の
部

勘　定　科　目

サ
ー

ビ
ス
活
動
増
減
の
部

(単位：円）

予　算 決　算 差　異
児童福祉事業収入 89,775,000 90,058,040 -283,040
就労支援事業収入 1,560,000 2,773,087 -1,213,087
障害福祉サービス等事業収入 1,672,710,000 1,683,436,337 -10,726,337
医療事業収入 551,591,000 552,288,684 -697,684
その他の事業収入 4,453,000 6,132,686 -1,679,686
借入金利息補助金収入 2,303,000 2,302,440 560
経常経費寄付金収入 17,690,000 18,680,440 -990,440
受取利息配当金収入 29,000 12,148 16,852
その他の収入 25,330,000 25,503,772 -173,772

事業活動収入計(1) 2,365,441,000 2,381,187,634 -15,746,634
人件費支出 1,736,870,000 1,723,753,209 13,116,791
事業費支出 329,614,000 309,430,920 20,183,080
事務費支出 185,698,000 175,390,810 10,307,190
就労支援事業支出 2,480,000 2,407,940 72,060
支払利息支出 6,794,000 6,221,991 572,009
その他の支出 8,262,000 7,881,659 380,341
徴収不能額 153,000 152,681 319

事業活動支出計（２） 2,269,871,000 2,225,239,210 44,631,790
95,570,000 155,948,424 -60,378,424

施設整備等補助金収入 40,015,000 40,015,000 0
固定資産売却収入 0 67,940 -67,940

施設整備等収入計(4) 40,015,000 40,082,940 -67,940
設備資金借入金元金償還支出 81,787,000 81,775,479 11,521
固定資産取得支出 39,697,000 37,662,717 2,034,283
ファイナンスリース債務の返済支出 2,350,000 2,348,136 1,864
その他の施設整備等による支出 1,990,000 1,987,698 2,302

施設整備等支出計(5) 125,824,000 123,774,030 2,049,970
-85,809,000 -83,691,090 -2,117,910

長期貸付金回収収入 118,000 117,394 606
積立資産取崩収入 2,000,000 2,377,436 -377,436
その他の活動による収入 0 151,056 -151,056

その他の活動収入計(7) 2,118,000 2,645,886 -527,886
長期貸付金支出 941,000 936,120 4,880
積立資産支出 15,742,000 15,705,800 36,200

その他の活動支出計(8) 16,683,000 16,641,920 41,080
-14,565,000 -13,996,034 -568,966
5,450,000
-233,000 ― 5,217,000

-10,021,000 58,261,300 -68,282,300
1,035,251,140 1,035,251,140 0
1,025,230,140 1,093,512,440 -68,282,300

収
入

支
出

施
設
整
備
収
支

勘定科目

収
入

支
出

経
常
活
動
に
よ
る
収
支

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)
前期末支払資金残高(12)

当期末支払資金残高(11)+(12)

支
出

予備費支出(10)

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)

そ
の
他
の
活
動
収
支

収
入

（単位：円）

当年度末 前年度末 増    減 当年度末 前年度末 増    減

流動資産                            1171413622 1130147171 41266451 流動負債                            287613628 291427742 -3814114

  　　　現金預金                          792732141 747524756 45207385 　　　　事業未払金 26317038 32389952 -6072914

　　　　事業未収金                       370534093 356057385 14476708 　　　　その他の未払い金 23733630 20839000 2894630

　　　　未収金 245128 6780852 -6535724 　　　　１年以内返済予定設備資金借入金 81933342 81775479 157863

　　　　未収補助金 673920 12761280 -12087360 　　　　１年以内返済予定リース債務 2949696 2227824 721872

　　　　貯蔵品                             2091037 1949930 141107 　　　　１年以内支払予定長期未払金 1941408 1941408 0

　　　　立替金 2362801 2418028 -55227 　　　　未払い費用 0 7691416 -7691416

　　　　前払金 2774502 2654940 119562 　　　　預り金                             1617908 7353105 -5735197

固定資産                            3777228961 3909874287 -132645326 　　　　職員預り金 26127726 26099747 27979

基本財産                            3460215012 3605716017 -145501005 　　　　前受金 104880 522811 -417931

　　　　土地 1254773829 1254773829 0 　　　　賞与引当金                  122888000 110587000 12301000

　　　　建物                             2205441183 2350942188 -145501005 固定負債 1165188446 1245359692 -80171246

その他の固定資産                    317013949 304158270 12855679 　　　　設備資金借入金                      1114661556 1196594898 -81933342

　　　　土地                                8613876 8613876 0 　　     リース債務             8288136 6305040 1983096

　　　　建物                                30823414 29634589 1188825 　　　　退職給付引当金     36738098 35017690 1720408

　　　　構築物                             67324878 75923239 -8598361 　　　　長期未払金    5500656 7442064 -1941408

　　　　機械及び装置 8037462 10716614 -2679152 負債の部合計 1452802074 1536787434 -83985360

　　　　車両運搬具                 18902702 12425499 6477203

　　　　器具及び備品 53605392 52305120 1300272 基本金                              166442534 166442534 0

　　　　有形リース資産 7604496 3861432 3743064 　　　　基本金                              166442534 166442534 0

　　　　ソフトウエア                       7006951 8087893 -1080942 国庫補助金等特別積立金              1247564079 1301564394 -54000315

　　　　無形リース資産 3633336 4671432 -1038096 　　　国庫補助金等特別積立金              1247564079 1301564394 -54000315

　　　　長期貸付金 1560881 742155 818726 その他の積立金                      71200000 60200000 11000000

　　　　退職給付引当資産 36738098 35017690 1720408 　　　　施設整備等積立金                     71200000 60200000 11000000

　　　　施設整備等積資産 71200000 60200000 11000000 次期繰越活動増減差額                2010633896 1975027096 35606800

　　　　長期前払費用 67730 21440 46290 　　　　次期繰越活動増減差額                2010633896 1975027096 35606800

　　　　敷金・保証金等預け金 15800000 15800000 0 　　　　（うち当期活動増減差額）            46606800 99982754 -53375954

　　　　その他無形固定資産 314733 357291 -42558 純資産の部合計                      3495840509 3503234024 -7393515

資産の部合計                        4948642583 5040021458 -91378875 負債及び純資産の部合計              4948642583 5040021458 -91378875

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部

純　　資　　産　　の　　部

３．事業活動増減計算書 ２．資金収支計算書

４． 貸　借　対　照　表
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三方原スクエア、小羊学園創立祭で、
みをつくし太鼓の皆さんが演奏。

わかぎクリスマス祝会のバンド演奏は
会場一体となって盛り上がりました

フェスタつばさ
みんなで盛り上がっていますリフター設置でより安全に

各
施
設
の
年
度
ト
ピ
ッ
ク
ス

【
三
方
原
ス
ク
エ
ア
・
温
心
寮
】

　

三
方
原
ス
ク
エ
ア
は
移
転
改
築
か
ら
10
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
さ

ま
に
支
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
致
し
ま

す
。
利
用
者
の
状
態
や
支
援
状
況
も
変
化
し

て
い
ま
す
が
、
昨
年
は
調
理
業
務
を
魚
国
総

本
社
へ
委
託
変
更
し
、
利
用
者
へ
の
細
か
い

配
慮
や
災
害
時
等
へ
も
対
応
で
き
る
体
制
が

整
い
ま
し
た
。

　

児
童
部
で
は
2
名
の
高
校
卒
業
児
が
無
事

に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
移
行
で
き
、
他
の
1

名
は
里
親
引
取
り
へ
移
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
昨
年
度
は
浜
松
さ
く
ら
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
申
し
出
に
よ
り
子

供
達
が
い
ち
ご
狩
り
招
待
を
受
け
、
楽
し
い

交
流
の
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。　

　

成
人
部
は
利
用
者
の
重
度
化
が
進
み
、
入

院
に
よ
る
医
療
対
応
と
、
長
年
小
羊
学
園
で

生
活
さ
れ
て
き
た
利
用
者
が
逝
去
さ
れ
る
出

来
事
も
あ
り
ま
し
た
。
支
援
度
が
上
が
っ
て

い
る
状
況
の
な
か
で
、
自
動
車
総
連
よ
り
リ

フ
ト
付
き
ホ
ン
ダ
福
祉
車
両
の
寄
贈
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
温
心
寮
で
も
利
用
者
の

重
度
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
施
設

支
援
の
範
囲
を
超
え
て
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス

や
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
し
な
が
ら
生

活
の
範
囲
が
広
が
る
よ
う
地
域
連
携
を
大
切

に
し
た
実
践
を
行
い
ま
し
た
。

【
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
か
ぎ・ひ
ま
わ
り
】

　

支
援
セ
ン
タ
ー
わ
か
ぎ
は
、
昨
年
度
40
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
開
所

当
初
よ
り
利
用
し
て
い
る
方
も
60
代
と
な

り
、
身
体
機
能
の
低
下
、
高
齢
化
が
進
ん
で

き
ま
し
た
。
誤
嚥
性
肺
炎
で
療
養
介
護
へ
の

移
行
し
た
方
、
胃
ろ
う
造
設
が
必
要
に
な
っ

た
方
、
疾
患
に
よ
り
逝
去
さ
れ
た
事
で
、
医

療
機
関
や
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
等
の
専
門
分
野
と

の
連
携
を
図
り
、
健
康
面
と
身
体
機
能
維
持

に
努
め
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
祭
り
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
、
多
く
の
方
が
来
場
し
、
地
域
交
流
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
で
は
、
利
用

者
の
転
出
等
な
く
健
康
で
自
分
ら
し
い
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
75
歳
以
上
が

４
名
と
な
り
、
高
齢
化
は
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
介
護
保
険
を
併
用
し
、
生
活
の
質

が
向
上
で
き
る
よ
う
考
慮
し
、
地
域
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
し
た
。

【
つ
ば
さ
静
岡
】

　

毎
年
９
月
に
開
催
す
る
恒
例
の
フ
ェ
ス
タ

つ
ば
さ
は
、
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
近

隣
の
お
店
の
出
店
も
増
え
て
大
盛
況
で
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
他
、

歌
手
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
ス
テ
ー
ジ
で

盛
り
上
げ
て
下
さ
り
、
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
後
も
地
域
の
方
々
と
交

流
で
き
る
場
と
し
て
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
つ
ば
さ
静
岡
は
地
域
の
方
々
の
会

合
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
研
修
の
場
と
し
て
提

供
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
近
年
、
利
用
し

て
頂
く
機
会
も
多
く
な
り
、
駐
車
場
ス
ペ
ー

ス
が
手
狭
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
20
台

分
の
駐
車
場
を
増
設
し
、
安
全
に
利
用
で
き

る
様
に
整
備
し
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の
中

で
共
生
し
て
い
く
開
放
的
な
施
設
と
し
て
利

用
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
わ
た
ぐ
も
・
た
ん
ぽ
ぽ
】

　

今
年
度
、
わ
た
ぐ
も
で
介
護
用
リ
フ
ト
を

初
め
て
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
リ
フ
タ
ー
は

座
位
タ
イ
プ
の
車
椅
子
を
使
用
し
て
い
る
方

以
外
に
も
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
タ
イ
プ
の
車

椅
子
を
使
用
し
て
い
る
方
で
も
、
利
用
可
能

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
利
用
者
さ
ん
の
移
乗
を

よ
り
安
全
に
行
う
事
が
で
き
、
ま
た
職
員
の

介
護
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
事
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
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ふれあい運動会  マルカート優勝
記念撮影

グループでカフェ外出に
行きました

マイクロバスを購入
送迎や活動に活躍中！

子どもたちの作品
アジサイとかたつむり

【
小
羊
デ
イ
ケ
ア
ホ
ー
ム・ぱ
る
し
あ
】

　

主
な
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
ク
ッ
キ
ー
・

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
作
り
の
活
動
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
材
料
購
入
か
ら
、
製
造
、

ラ
ッ
ピ
ン
グ
、
毎
月
聖
隷
三
方
原
病
院
で
の

販
売
ま
で
個
々
の
利
用
者
と
向
き
合
い
な
が

ら
真
心
こ
め
て
作
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
末
、

故
障
し
て
い
た
オ
ー
ブ
ン
・
ガ
ス
コ
ン
ロ
を

「
愛
の
都
市
訪
問
」
事
業
よ
り
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
今
ま
で
以
上

に
良
い
焼
き
色
の
ク
ッ
キ
ー
を
作
る
事
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
【
マ
ル
カ
ー
ト
・

　

ド
ル
チ
ェ
・
第
２
ド
ル
チ
ェ
】

　

浜
松
福
祉
協
働
セ
ン
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

江
之
島
３
階
で
利
用
者
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
建
物
は
老
朽
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
工

夫
し
な
が
ら
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。
生
活
介
護
マ
ル
カ
ー
ト
で
は
、
加
齢

に
伴
い
介
護
的
な
お
手
伝
い
が
必
要
に
な
っ

て
き
て
い
る
利
用
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
４

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ

た
支
援
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ド
ル
チ
ェ
と

参
野
町
の
第
２
ド
ル
チ
ェ
で
は
、
放
課
後
に

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
通
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
心
豊
か
に
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
毎
月
の

職
員
会
議
で
は
、
子
ど
も
の
特
性
理
解
を
深

め
る
話
し
合
い
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
オ
リ
ー
ブ
の
樹
・
わ
か
な
】

　

昨
年
度
も
生
活
介
護
と
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
例
年
通
り

サ
ー
ビ
ス
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
活

動
場
所
確
保
の
た
め
倉
庫
を
設
置
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
老
朽
化
し
た
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
を
共
同
募
金
助
成
に
よ
り
購
入
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
９
月
の
オ
リ
ー
ブ
祭

り
は
台
風
接
近
に
よ
り
中
止
に
な
っ
た
た

め
、
今
年
こ
そ
秋
晴
れ
の
下
、
開
催
で
き
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

【
ぱ
ぴ
る
す
】

　

２
０
１
８
年
度
も
障
害
児
通
所
支
援
︵
児

童
発
達
支
援
・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
︶

事
業
を
行
い
ま
し
た
。
例
年
通
り
四
季
折
々

の
行
事
︵
誕
生
会
・
遠
足
・
運
動
会
・
消
防

署
見
学
・
ク
リ
ス
マ
ス
・
餅
つ
き
・
豆
ま
き
・

ひ
な
祭
り
等
々
）
を
子
ど
も
た
ち
と
ス
タ
ッ

フ
が
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
楽
し
く
行
い
、

笑
顔
や
成
長
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き

た
一
年
で
し
た
。
ま
た
、「
夏
祭
り
」
と
題

し
て
ぱ
ぴ
る
す
の
同
窓
会
を
保
護
者
同
伴
に

て
行
い
、
懐
か
し
い
顔
や
笑
顔
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
幸
せ
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

【
相
談
支
援・浜
松
市
障
が
い
者
基
幹
相
談
】

　

浜
松
地
域
の
相
談
支
援
事
業
と
し
て
は
、

中
区
エ
リ
ア
（
ア
グ
ネ
ス
）
と
南
区
エ
リ
ア

（
ア
グ
ネ
ス
み
な
み
、
浜
松
南
）
に
加
え
、

前
年
度
は
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
１
名

の
相
談
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

基
幹
相
談
を
除
く
両
エ
リ
ア
の
相
談
支
援

の
総
件
数
は
７
０
０
０
件
程
度
（
内
サ
ー
ビ

ス
利
用
の
た
め
の
相
談
支
援
が
１
８
０
０
件

　
２
０
１
８
年
度

　
　
　
苦
情
受
付
報
告

　

社
会
福
祉
法
人
小
羊
学
園
で
は
、

２
０
１
８
年
度
各
施
設
に
お
い
て
、

様
々
な
苦
情
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
指
摘
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
よ
り
一
層
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

施
設
運
営
に
関
す
る
苦
情
：
２
件

　

支
援
内
容
に
関
す
る
苦
情
：
２
件

程
度
）
あ
り
９
名
の
相
談
員
で
対
応
を
行
い

ま
し
た
。
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
障
が

い
者
相
談
機
関
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う

専
門
機
関
で
す
が
、
関
係
機
関
な
ど
か
ら

１
１
５
０
件
程
度
︵
内
虐
待
に
関
わ
る
相
談

が
３
０
０
件
程
度
︶
の
相
談
が
あ
り
ア
ド
バ

イ
ス
や
同
行
支
援
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

相
談
内
容
と
し
て
は
、
児
童
か
ら
高
齢
者

ま
で
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
障
が
い
そ
の
も

の
よ
り
も
家
族
関
係
や
社
会
背
景
が
複
雑
に

絡
み
合
っ
た
難
し
い
相
談
が
増
え
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
寄
り
添
っ
た
よ
り
丁
寧
な

相
談
支
援
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

静
岡
地
区
は
ア
グ
ネ
ス
静
岡
が
市
委
託
相

談
・
計
画
相
談
・
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童

等
自
立
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
委
託

相
談
の
総
件
数
は
、
1
︐8
0
0
件
で
、
主
に

重
症
心
身
障
害
児
者
の
ご
家
族
や
関
係
機
関

か
ら
相
談
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
医
療
的
ケ

ア
の
必
要
な
利
用
者
も
多
く
、
医
療
機
関
を

は
じ
め
と
し
多
く
の
関
係
機
関
と
の
細
や
か

な
連
携
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
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2018年度 寄付金報告
 4 ～ 5月分 492,300円 （  23件）
 累　計 492,300円 （  23件）
　　　　　　 多くのお支えに感謝申し上げます

小羊学園への寄付金振込み先
 郵便振替口座 0 0 8 0 0 ‒ 8 ‒ 1 0 7 7 8 5
 口座名義 社会福祉法人小羊学園
 ゆうちょ銀行 089店   当座預金0 1 0 7 7 8 5
 口座名義 社会福祉法人小羊学園
ご希望があれば、郵便振替用紙をお送りいたします。
下記へご連絡ください。
　小羊学園を支える会事務局（鈴木）
　小羊学園法人本部　☎ 0 5 3 ‒ 5 8 4 ‒ 3 3 3 7

あ
と
が
き

　

先
日
、
ア
メ
リ
カ
・
日
本
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
ジ
ョ
ン
・
カ
ミ
ツ
カ
氏
の
ピ
ア
ノ
コ
ン

サ
ー
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
遠
州
栄
光
教
会

の
天
井
の
高
い
教
会
の
真
ん
中
に
設
置
さ
れ

た
ピ
ア
ノ
か
ら
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
音
色
が
目

で
見
え
る
よ
う
に
ひ
ろ
が
り
、
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
利
用
者
の
皆
さ
ん
と

毎
日
の
よ
う
に
散
歩
で
訪
れ
る
教
会
が
、
祈

り
の
場
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
楽
し
く
音
楽

の
集
う
場
と
し
て
改
め
て
社
会
性
を
感
じ
ま

し
た
。

　

日
ご
と
に
暑
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
水
分
補
給
に
気
を
つ
け
熱
中
症
な

ど
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
ど
う
ぞ
お
体
ご
自
愛
下

さ
い
。

 

（
Ｔ
）

日　時：2019 年 7月 27日（土）
　　　　　11時 30分から 12時
ところ：支援センターわかぎ　会議室
　　　　　浜松市浜北区平口 5042
議　題：2018 年度支える会報告・各事業所報告
　　　　2019 年度支える会活動（案）
　　　　2019 年度運営委員選出、意見交換
☆保護者・支援者・職員問わず、どなたでも参加
できます。同日、支援センターわかぎで「さ
をり織り・折り染めワークショップ」開始中！

　

平
成
最
後
の
月
。
利
用
者
、
ご
家
族
、
職

員
、
総
勢
９
名
の
大
所
帯
。
１
泊
２
日
に
し

て
は
多
め
の
荷
物
。
天
気
は
曇
天
と
今
ひ
と

つ
。
そ
の
よ
う
な
中
、
私
達
は
少
し
年
季
の

入
っ
た
施
設
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
川
根
温
泉

に
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

　

旅
一
番
の
目
玉
は
大
井
川
鉄
道
Ｓ
Ｌ
乗

車
。
Ｓ
Ｌ
は
昭
和
初
期
の
代
物
と
あ
り
見
事

な
ま
で
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
当
日
は
乗
車
時
間
前
か
ら
準
備
万
端
に

2019年度 小羊学園支える会総会のご案内

つ
ば
さ
静
岡 

い
な
ほ
ゾ
ーン　

＝ 
異
時
空　

川
根
の
旅
へ 

＝

つ
ば
さ
静
岡 

生
活
支
援
員 

村
田
真

松井  美仁 さん
2011年入職　アグネス　相談支援専門員

Q小羊学園を志した動機は？
　大学で精神保健を専攻し知
的・精神分野に就職を考えた頃、
当時バイト先のドルチェの職員
に勧めていただきました。

Qこの仕事の嬉しいこと、悲しいことは？
　悲しいことはないですが、

ケースの方の状況に対して、有効な手立てを提案
することが出来なかったり、対応に時間がかかっ
てしまった時は申し訳なく思いますね。

Qちょこっとプライベートを教えて！
　Ｂリーグ、特に三遠ネオフェニックスが好きで
よく観戦に行っています。数年前に誘ってもらっ
たのがきっかけですっかりはまってしまい、年々
行く回数が増えています。

Q誰にリレーしましょうか？また一言メッセージを！
　わかぎの篠原真莉子さんにお願いします。いち
ごの季節は過ぎちゃいましたが、またみんなで集
まりましょう！

し
、
乗
車
開
始
と
同
時
に
ホ
ー
ム
か
ら
利
用

者
を
抱
え
て
乗
込
み
、
急
い
で
車
椅
子
を
回

収
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
積
み
込
み
ま
し
た
。

終
着
駅
ま
で
追
い
掛
け
利
用
者
を
ホ
ー
ム
で

迎
え
入
れ
る
と
い
う
時
間
的
に
は
﹁
緊
張

感
﹂
が
あ
る
が
空
間
的
に
は
﹁
ゆ
っ
た
り
﹂

と
過
ご
し
て
も
ら
う
と
い
う
潔
い
ほ
ど
の
相

対
的
な
企
画
で
す
。

　

Ｓ
Ｌ
で
は
車
窓
か
ら
望
む
太
古
の
昔
か
ら

手
つ
か
ず
の
大
自
然
や
、
昭
和
モ
ダ
ン
で
情

緒
溢
れ
る｢

異
時
空｣

を
利
用
者
み
な
が
楽

し
く｢

ゆ
っ
た
り｣

と
過
ご
し
ま
し
た
。
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各

人
各
様
、
緊
張
で
か
し
こ
ま
っ
た
り
、
逆
に

楽
し
さ
が
あ
ふ
れ
出
た
り
、
ご
家
族
と
の
会

話
に
夢
中
に
な
っ
た
り
と
自
分
の
感
情
を
そ

の
ま
ま
出
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
川
根
の
旅
、
ホ
テ
ル
に
着
い
て
か

ら
も
気
持
ち
は
冷
め
や
ら
ず
。
夜
も
中
々
寝

付
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
帰
り
の
車
中
で
よ

う
や
く｢

ゆ
っ
た
り｣

と
し
た
時
間
を
過
ご

せ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
思
え
ば
、

利
用
者
、
ご
家

族
、
職
員
で
共
に

過
ご
し
た
こ
の
旅

そ
の
も
の
が｢

異

時
空｣

で
あ
っ
た

よ
う
な
不
思
議
さ

を
感
じ
ま
す
。


